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教頭先生の働き方 
「ココ」が大変に見える！  

１ 調査物の多さ 

２ 校長先生との仕事
の分担の在り方 

３ 学校全体の仕事量 

４ 教頭職の勤務の在
り方（勤務時間・休
みの取り方など） 

５ 複式校での担任業
務との兼務 

その他少数意見として 

・管理職への道の独自
削減の継続 

・保護者や地域への対
応の難しさ など 

（2015年・宗谷教組調べ） 

    「
民
主
的
な
リ
ー
ダ
ー
」
は
校

長
・
教
頭
だ
け
じ
ゃ
な
い
…
と

験
者
の
生
み
出
し
」
に
つ
い
て

ふ
れ
て
い
ま
す
。 

   

先
生
方
が
感
じ
て
い
る
「
教

頭
先
生
の
働
き
方
」。
多
く
を
占

め
る
の
は
「
調
査
物
の
多
さ
が

多
忙
さ
に
拍
車
を
か
け
て
い

る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、

「
土
日
も
出
勤
す
る
な
ど
、
教

頭
先
生
の
勤
務
条
件
」
を
不
安

に
感
じ
て
い
る
声
や
、
教
育
条

件
整
備
に
よ
る
改
善
を
求
め
る

声
も
あ
り
ま
し
た
。 

今
年
度
の
人
事
課
題
を
組
合

だ
け
で
な
く
、
宗
谷
の
教
職
員

全
体
で
考
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
局
に
よ
る
管

内
課
題
の
指
摘
を
待
ち
な
が

ら
、
管
内
の
教
職
員
で
こ
の
課

題
に
つ
い
て
考
え
合
え
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。
こ
う
し
た
全
教

職
員
に
よ
る
営
み
が
「
学
校
づ

く
り
を
豊
か
に
す
る
こ
と
」
に

つ
な
が
り
ま
す
。 

ま
た
、
こ
れ
か
ら
数
年
に
わ

た
っ
て
危
惧
さ
れ
る
教
頭
受
験

宗谷教職員組合 
 
〒  稚内市緑２丁目４－２１ 宗谷教育会館 
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学
校
づ
く
り
と
人
事
を
考
え

る
に
あ
た
っ
て
、
宗
谷
教
組
で

は
「
次
の
学
校
を
ど
こ
で
迎
え

る
か
」
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ

と
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
も
、
自
分
自
身
の
人
事
を

ど
う
考
え
た
ら
い
い
か
と
い
う

相
談
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
個
々
の
願
い
や
要
求
だ

け
で
な
く
、
民
主
的
学
校
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
考
慮
し
て
考

え
る
こ
と
が
管
内
的
に
実
践
さ

れ
て
い
ま
す
。 

者
の
生
み
出
し
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
課
題
を
理
解
し
合

い
、
私
た
ち
自
身
の
問
題
と
し

宗
谷
教
職
員
組
合
で
は
、学
校
づ
く
り
と
人
事
の
取
り
組
み
と
し
て
、人
事
動
向
を
独
自
に
分
析

し
、来
年
春
か
ら
の
学
校
づ
く
り
が
豊
か
な
も
の
に
な
る
よ
う
毎
年
こ
の
時
期
に
提
言
を
行
っ
て
い
ま

す
。宗
谷
教
組
の
組
織
力
量
か
ら
確
実
な
も
の
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、管
内
的
な
傾
向
は
つ
か
む
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
。管
内
課
題
を
意
識
し
た
論
議
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

い
う
の
も
大
事
な
視
点
。「
学
年

部
長
や
っ
た
こ
と
な
い
け
ど
、

挑
戦
」「
初
め
て
分
掌
リ
ー
ダ
ー

に
」
な
ど
一
人
ひ
と
り
の
挑
戦

が
あ
っ
て
民
主
的
学
校
づ
く
り

が
豊
か
に
な
る
の
で
す
。 

来
年
度
の
教
頭
受
験
を
意
識

し
た
異
動
も
わ
ず
か
で
す
が
見

ら
れ
る
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た

動
き
を
激
励
し
な
が
ら
、
よ
り

よ
い
働
き
方
を
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。 

宗

谷

教

組 

【今年の管内課題について】 

定数減について 

 中学校では、稚内市内の過員、利尻町で
の２校閉校のため過員が大きいです。 

 一方で、他管異動希望を持つ教員が多い
ため、定数の調整のうえでは大きな課題
は起こらないのではないかと推測しま
す。→宗谷全体の教育力の観点でいえば、
低下が懸念されます。 

 
利礼エリアへの入り 

 数の上での不足は少ないものの、中学
校での教科構成上の課題が予想されま
す。また、小学校では、これからの動き
の中で利尻島への異動で「不足」が生ま
れることも予想されます。 

民主的リーダーの生み出し 

 教頭受験者の生み出しの前段階として、
宗谷教組による意向調査や、「稚内市のみ
経験の方の町村への転出」の状況によれ
ば、来年以降も教頭受験者の生み出しの
困難性を抱えることが予想されます。 

職種ごとの異動動向状況 

 養護教諭については、退職（定年退職・自
己都合退職）が例年より多い傾向にあり
ます。 
 

今年度で閉校する学校 

芦野小の閉校、沓形中・仙法志中が閉校し「利
尻中」の開校。 

そのほか 
丁寧に説明してくれ
る。先を見通せる。根
拠のある発言ができ
る。陰口を言わない。
生活を守ってくれ
る。など 
 

実践力がある。 
見識がある。 

行動力・判断力。 

話を聞いてくれる。 
話をしてくれる。 

方針・方向性を示してくれる。 

公平・公正。 
あたたかい。 

教師・学校と、 
子・保護者・地域をつなぐ。 

悩みや考えに寄り添う。 
個々に応じた指導や評価をする。 

見守ってくれる。 
気配りがある。守ってくれる。 

子どもたちのことを 
第一に考える。 

実態をもとに 
学校づくりを進める。 

  

担任業務も 
 

分掌の活動も 

 

組合活動も 

学年部長など 

どんな世代でも「民主的リーダー」に！ 
「民主的リーダー」って、狭い意味では「管理職」をイメー

ジしがちですが、「学年部長をやってみよう」「次は分掌リー

ダーに」などとひとりひとりが学校づくりに力を発揮するこ

とが、私たち自身の「民主的リーダー」についての問題を主

体的に考えることになります。 

学校づくりと人事の取り組みを通して 
管理職という仕事を「私たちの切実な問題として考
えていく」という観点で「あなたが考える民主的な
教頭先生・校長先生とは」という項目を整理すると、
次のような意見が見られました。 

管
内
課
題
を
私
た
ち
自
身
の
問
題
と
し
て
考
え
よ
う 

教
頭
先
生
の
働
き
方
の
問
題
を
き
っ
か
け
に 

て
、
そ
し
て
宗
谷
の
教
育
運
動

の
今
後
に
関
わ
る
課
題
と
し
て

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

今
後
は
、
分
会
懇
談
資
料
や

支
部
懇
談
資
料
を
作
成
し
た
う

え
で
の
教
育
関
係
者
と
の
懇
談

等
の
連
携
を
強
め
る
時
期
に
な

り
ま
す
。
各
分
会
で
は
、
次
年
度

の
学
校
づ
く
り
を
意
識
し
た
語

り
合
い
を
組
合
員
の
み
な
さ
ん

と
、
さ
ら
に
は
教
職
員
集
団
と

し
て
で
き
る
よ
う
意
識
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

宗
谷
教
組
で
は
、
昨
年
か
ら

「
民
主
的
な
リ
ー
ダ
ー
を
ど
う

生
み
出
す
か
」
と
い
う
こ
と
を

考
え
る
こ
と
を
提
起
し
て
き
ま

し
た
。
昨
年
は
「
学
校
づ
く
り
と

人
事
」
の
取
り
組
み
の
中
で
、
教

頭
先
生
の
働
き
方
の
問
題
を
考

え
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
人
事

闘
争
方
針
の
中
で
も
「
教
頭
受

課
題
は
、
調
査
物
の
削
減
と 

仕
事
の
分
担
と
… 

 

み
ん
な
が
宗
谷
の 

「民
主
的
な
リ
ー
ダ
ー
」に
！ 

 

学
校
づ
く
り
と
人
事
の
取
り
組
み 

宗谷教職員組合調べ 

２０１６．１２．５現在 

 

▲２０１５年に行ったアンケート「教頭先生の働き方」から考察を抜粋。私たちの働き方について考えるきっかけにもなりました。 
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通常学級の先生にもおすすめ！た・と・え・ば… 

 

教員採用試験学習会 
初めて参加しました。集団面接で、自分のことを話

し、聞いて頂くことで少し気分が楽になりました。勉

強になりました。〔参加者感想より〕 

 

▶全教は組織拡大強化３か年

計画の２年目の節目に、１２

月２４日～２５日に「ゆいま

ーる」という全国規模の学習 

交流集会を沖縄で行います。組織強化の取り組みの節目の

集会です。宗谷教組では、この取り組みに賛同し参加者を

募りました。本部から３名と、礼文支部の大堀竜弥先生が

参加をします。 

▶教職員組合運動を進めるうえで、全道・全国の学習交流 

集会に参加する際には、『宗谷の

取り組みを発信すること』『全道・

全国のうねりを宗谷の運動に生

かすこと』を意識します。こうし

て、宗谷の教職員組合運動が豊か

になります。 

▶２０１７年も「組合っていい

な」を広める運動をみなさんと進

めていきたいと思います。（naity） 

 

８日／てんこ盛り講座 

わくわくどきどき楽しい国語 
～私たちの立場だからこそできること 

 校内研修係として～ 

①支援学級における物語文の学習 

②協力学級における説明文の学習 

③全校にＵＤを生かした学習を広める 

④全市に公開研で広める 

児童の実態に合わせて、単元・教材を

どんなスタイルで学ばせるか柔軟に

選択します。 

 

１月２３日（月） １９：００～２０：３０ 宗谷教育会館にて 

参加費 組合員は無料。未組は１回 1,000円 

全国障害児学級・学校学習交流集会 
７日 

１３：００～  １４：００～１５：００  １５：００～１７：００ 

受付   開会全体会   記 念 講 演 

８日 
９：００～１１：３０              １２：４５～１７；００ 

てんこ盛り講座／文化バザール 基礎講座／旬の実践分科会 

９日 
９：３０～１２：００  

教育フォーラム 

 

１月７日（土） 

～９日（月・祝） 
札幌／かでる２・７ 
 

８日／文化バザール 教材あれこれ 
運動会に発表会、誕生会に学級活動、行事や学級を盛り上げる教

材の数々を紹介します。たくさん作っておみやげにどうぞ。お祝

いカードに、じゃんけんハンド、簡単垂れ幕、ラミネートでバッ

クづくりなどなど作る予定です。 

８日／旬の実践分科会 

２．通常学級・通級指導教室での教育実践 

９．自閉症・自閉的傾向の子どもたちの授業づくり・教育課程づくり  

などおすすめいろいろ。詳しくは別紙チラシにて 

全国障害児学級学校学習交流集会 申込表 

お名前              

７日（土） ８日（日） ９日（月） 

記念講演 
全体交流会 

＊参加費 6,000 円 

てんこ盛り講座・ 

文化バザール 

基礎講座・ 

実践分科会 

青年交流会 障害児学級交流会 
教育フォーラム 

同時間帯に開催。どちらかに一方に出席可 
参加する場面ごとに「○印」をつけてください。 

       

１２月１８日が締め切りです。各分会・支部に提出するか、直接宗谷教組本部へ。 

 

冬の民教集会いろいろ 
◆北海道作文の会「冬の研究会」 

１月５日～７日／札幌・ライフォート 

「書かせることで子どもが見える、 

書くことで子どもが変わる、 

読み合うことで教室が変わる」要項より 
 
◆北海道生活指導研究大会 

１月６日～７日／かでる２・７ 

「子どもたちの『いま』を語り合い、安心につながる活動

と学びを作りだそう」大会テーマより 

 

◆北海道生活教育研究会冬の全道集会 

１月７日～８日／札幌・生涯学習総合センター「ちえりあ」 

地域に生きる子どもたちの学び、地域参画する子どもの姿

を考えよう（要項より） 

 

これらの研究会の要項等は宗谷教組ホー

ムページでもご覧いただけます。 

組合員のみなさんには旅費補助を出せるよう検討中 

◆下記申込書により、お申し込みください。 

参加費 

全日程・いずれか２日間参加：３，０００円 

７日もしくは８日のいずれか１日：２，０００円 

９日の教育フォーラムのみ：１，０００円 

もうすぐ冬休み。先生方にとっては、都会に出かけて学習会や研究会などで学ぶ機会でもあります。 

今年の冬は、障害児学級・学校学習交流集会で学ぶのはいかがですか？ 全教が中心となって企画する

特別支援教育について学び合う学習交流集会ですが、通常学級担任の方も大いに学べる内容です。 

 

切り取り 


